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新学習指導要領では、各教科等の目標の中に「どのような視点で物事を捉え、どのよう

な考え方で思考していくのか」という、その教科等ならではの物事を捉える視点や考え方

として「見方・考え方」が位置づけられています。 

「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善において、特に「深い学び」の

鍵となる「『見方・考え方』を働かせること」について、算数と外国語でのポイントをまと

めました。 

 

Ⅰ 算数編 

 【「数学的な見方・考え方」とは？】 

数学的な見方 事象を数量や図形及びそれらの関係についての概念等に着目し

てその特徴や本質を捉えること 

数学的な考え方 目的に応じて数、式、図、表、グラフ等を活用しつつ、根拠を基

に筋道立てて考え、問題解決の過程を振り返るなどして既習の知

識及び技能等と関連付けながら、統合的・発展的に考えること 

 

【「統合的・発展的」とは？】 

統合的に 

考察する 

異なる複数の事柄をある観点から捉え、それらに共通点を見出し

て一つのものとして捉え直すこと 

発展的に 

考察する 

物事を固定的なもの、確定的なものと考えず、絶えず考察の範囲

を広げていくことで新しい知識や理解を得ようとすること 

 

 

Ⅱ 外国語活動編 

 【「外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方」とは？】 

外国語によるコ

ミュニケーショ

ンにおける見方 

外国語やその背景にある文化を、社会や世界、他者との関わりに

着目して捉えること 

（相手に十分配慮する視点） 

外国語によるコ

ミュニケーショ

ンにおける考え

方 

コミュニケーションを行う目的や場面、状況等に応じて、情報を

整理しながら考えなどを形成し、再構築すること 

（適切な言語材料の活用、思考判断して情報を整理、自分の思い

や考えの形成・再構築） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：中央教育審議会 教育課程部会 算数・数学 WG 配布参考資料（H28.5.4） 


